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当
フ
ッ
カ
イ
ン
橋
工
事
場
所
で
あ
る
ホ
ー
チ
ミ
ン
市

は
首
都
ハ
ノ
イ
市
か
ら
南
に
飛
行
機
で
約
二
時
間
に
位

置
す
る
、
ベ
ト
ナ
ム
第
二
の
大
都
市
で
あ
る
。
北
の
ハ

ノ
イ
と
は
趣
き
・
風
土
が
異
な
り
南
国
情
緒
溢
れ
る
雰

囲
気
に
満
た
さ
れ
、
近
年
は
日
本
人
を
含
め
訪
問
す
る

外
国
人
観
光
客
も
増
加
し
て
い
る
。

　

ホ
ー
チ
ミ
ン
で
目
を
み
は
る
の
は
、
イ
ン
フ
ラ
整
備

事
業
お
よ
び
不
動
産
・
商
業
関
連
事
業
の
大
規
模
な
展

開
で
あ
る
。
市
内
中
心
部
で
当
社
も
Ｏ
Ｄ
Ａ
案
件
の
地

下
鉄
工
事
を
施
工
中
で
あ
る
が
、
多
く
の
イ
ン
フ
ラ
工

事
が
行
わ
れ
、
郊
外
で
は
民
間
の
大
規
模
コ
ン
ド
ミ
ニ

ア
ム
建
築
工
事
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
昨
年

は
日
系
大
手
百
貨
店
が
市
中
心
部
に
オ
ー
プ
ン
し
、
大

型
商
業
施
設
は
連
日
多
く
の
人
で
賑
わ
っ
て
い
る
。

　

ホ
ー
チ
ミ
ン
は
ベ
ト
ナ
ム
各
地
か
ら
の
人
口
集
中
に

よ
り
現
在
の
人
口
は
八
〇
〇
万
人
に
迫
る
勢
い
で
、
朝

夕
の
通
勤
時
間
帯
は
車
と
バ
イ
ク
に
よ
り
混
沌
と
し
た

渋
滞
が
い
た
る
と
こ
ろ
で
発
生
し
て
い
る
。
ベ
ト
ナ
ム

全
体
の
国
民
平
均
年
齢
は
約
三
一
歳
（
二
〇
一
六
年
）

と
非
常
に
若
く
、
経
済
発
展
著
し
い
「
勢
い
」
を
ホ
ー

チ
ミ
ン
に
も
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国

ホ
ー
チ
ミ
ン
市
の
紹
介

工
事
概
要

世界で活躍する日本の建設企業 ベトナム社会主義共和国

試
験
結
果
に
基
づ
き
改
良
・
改
善
を
図
り
本
工
事
に
お

け
る
円
滑
な
施
工
を
保
つ
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

当
工
事
は
現
在
も
進
行
中
で
、
主
塔
・
橋
脚
工
事
は
、

一
本
目
の
鋼
管
矢
板
打
込
み
開
始
か
ら
約
二
四
カ
月
を

経
て
、
順
調
に
主
塔
の
最
終
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
を
完

了
さ
せ
た
。

　

当
社
は
ホ
ー
チ
ミ
ン
の
当
工
事
・
地
下
鉄
工
事
の
他

に
も
、
ハ
ノ
イ
に
て
ニ
ャ
ッ
タ
ン
橋
、
ハ
ノ
イ
環
状
線
、

タ
イ
ン
チ
橋
、
ま
た
北
東
部
ハ
イ
フ
ォ
ン
に
て
ラ
ッ
ク

フ
ェ
ン
港
ア
ク
セ
ス
道
路
建
設
工
事
他
の
過
去
に
多
く

の
施
工
実
績
が
あ
り
、
現
在
も
本
工
事
を
含
み
四
カ
所

の
現
場
が
同
時
並
行
で
稼
働
中
で
あ
る
。

　

過
去
の
工
事
を
経
験
し
た
ロ
ー
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
が
、

そ
の
経
験
を
活
か
し
、
ま
た
途
切
れ
る
こ
と
な
く
当
工

事
へ
参
加
出
来
た
こ
と
は
人
材
開
発
面
・
教
育
面
で
も

非
常
に
有
効
で
あ
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
品
質
・
安
全

管
理
面
で
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
言
え
る
。
現

場
は
こ
れ
か
ら
斜
張
橋
の
張
出
し
施
工
と
い
う
第
二
の

ス
テ
ー
ジ
を
迎
え
る
段
階
に
来
て
い
る
。
こ
の
経
験
豊

富
な
ス
タ
ッ
フ
全
員
で
ベ
ト
ナ
ム
で
の
現
場
ス
ロ
ー
ガ

ン
で
あ
る
「
ニ
ャ
ン
・
デ
ッ
プ
・
ア
ン
ト
ア
ン
」
＝
「
Ｓ

Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
・
Ｂ
Ｅ
Ａ
Ｕ
Ｔ
Ｙ
・
Ｓ
Ａ
Ｆ
Ｅ
Ｔ
Ｙ
」
の
も

と
、
無
事
故
・
無
災
害
か
つ
高
品
質
で
工
事
完
成
を
目

指
す
考
え
で
あ
る
。

ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
当
社
の
施
工
実
績

　

当
工
事
は
ベ
ト
ナ
ム
南
北
高
速
道
路
建
設
工
事
の
一

環
で
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
都
市
圏
南
部
を
東
西
に
結
ぶ
ベ
ン

ル
ッ
ク
＝
ロ
ン
タ
イ
ン
間
に
位
置
し
、
ロ
ン
タ
ウ
川
を

跨
ぐ
主
橋
工
事
お
よ
び
両
岸
部
の
ア
プ
ロ
ー
チ
橋
を
含

ん
だ
橋
梁
・
道
路
工
事
で
あ
る
。
工
事
総
延
長
は
約

三
・
二
㌔
㍍
に
及
び
、
契
約
工
期
は
四
二
カ
月
で
あ
る
。

ま
た
、
日
本
政
府
の
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
円
借
款
案
件
と
し
て
実

施
さ
れ
て
い
る
。

　

主
橋
は
三
径
間
連
続
Ｐ
Ｃ
斜
張
橋
で
橋
長
五
九
九
㍍
、

中
央
支
間
長
三
〇
〇
㍍
、
主
塔
高
さ
は
水
面
か
ら
約
一 
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四
〇
㍍
で
、
橋
桁
は
全
幅
約
三
〇
㍍
（
車
道
は
そ
の
内

約
二
〇
㍍
）
の
エ
ッ
ジ
ガ
ー
ダ
ー
タ
イ
プ
で
あ
る
。
ア

プ
ロ
ー
チ
橋
は
両
岸
と
も
橋
長
八
五
二
㍍
、
全
幅
約
二 

二
㍍
の
一
三
径
間
連
続
Ｐ
Ｃ
ラ
ー
メ
ン
橋
で
あ
る
。
ま

た
東
側
ア
プ
ロ
ー
チ
橋
の
東
部
は
更
に
橋
長
約
六
八
〇

㍍
の
一
七
径
間
連
結
ス
ー
パ
ー
Ｔ
桁
橋
お
よ
び
約
二
〇 

〇
㍍
の
土
工
事
区
間
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

主
橋
の
基
礎
構
造
は
約
一
四
㍍
×
四
四
㍍
の
小
判
型

の
鋼
管
矢
板
基
礎
で
あ
る
。
鋼
管
矢
板
基
礎
構
造
は
ベ

ト
ナ
ム
国
内
に
お
い
て
当
社
三
橋
目
の
施
工
で
あ
り
、

蓄
積
し
た
経
験
・
技
術
を
活
か
し
、
直
径
一
・
五
㍍
・
長

さ
六
五
㍍
の
鋼
管
矢
板
一
三
六
本
を
約
二
カ
月
で
打
込

み
・
閉
合
し
た
。

　

象
徴
的
な
構
造
物
と
な
る
主
塔
に
は
Ｈ
型
タ
イ
プ
が

採
用
さ
れ
て
お
り
、
主
塔
部
で
の
斜
材
定
着
は
サ
ド
ル

に
よ
る
貫
通
固
定
方
式
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
斜
材
は

全
一
四
段
で
、
ケ
ー
ブ
ル
は
亜
鉛
メ
ッ
キ
と
グ
リ
ス
お

よ
び
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
被
覆
に
よ
る
三
重
防
食
構
造
と
な

っ
て
い
る
。

　

当
工
事
に
お
い
て
「
鍵
」
と
な
る
工
種
の
取
組
み
は
、

今
ま
で
当
社
が
ベ
ト
ナ
ム
で
施
工
し
て
き
た
工
事
同
様

に
「
計
画
・
試
験
施
工
・
実
証
検
証
・
本
工
事
施
工
」

と
い
う
フ
ロ
ー
を
基
本
と
し
て
い
る
。
例
を
挙
げ
る
と
、

長
距
離
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
圧
送
、
台
形
型
の
上
部
工
主

桁
施
工
、
橋
脚
プ
レ
フ
ァ
ブ
鉄
筋
の
一
括
架
設
等
の
施

工
に
お
い
て
ま
ず
試
験
施
工
を
実
施
す
る
。
そ
の
上
で
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